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16 文化財 

16-1 前提 

(1) 考え方 

文化財࡛ࠊࡣ文化財保護法㸦昭和 25 年 法ᚊ第 214 号㸧࡛規定࡚ࢀࡉいࡿ文化財ࡢ

うちࠊ土地密接࡞関係を持ࡘ有形文化財ࠊ有形民俗文化財ࠊ史跡࣭ྡ勝࣭天然記念

物及び伝統的建造物群ࠊ県指定ࠊᕷ⏫村指定ࡢ文化財並びྠࡽࢀࡑ様ࡢ価値を持

難ࡣ再生ࡤࢀࢀࡉ一度破壊ࠊࡣ文化財ࡢ種ࡢࡇࠋࡿࡍ文化財を対象ࡿࢀࡽ考えࡘ

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡍ努力をࡢ回避ࠊࡾ限ࡿࡁ࡛ࠊ行い調査を十ศࠋいࡋ

(2) 環境要素 

 文化財࠾けࡿ環境要素ࠊࡣ以ୗ࡛ࡾ࠾ࡢあࠋࡿ 

環境要素 内容ࠊ観点 

文化財 ࣭影響をཷけࡿ文化財ࡢ有無ࡢࡑࠊ影響ࡢ程度 

 

16-2 予備調査 

(1) 予備調査の目的 

予備調査ࡢ目的ࠊࡣ何を対象࡚ࡋ環境影響評価を行う及び調査ࠊ予測及び評価

 ࠋࡿあࡇࡿ情報を得࡞必要ࡵࡓࡿࡍ㸧を検討ࡴ方針を含ࡢ手法㸦環境保全措置ࡢ

(2) 予備調査の項目及び方法 

予備調査ࡢ対象ࡁࡍ項及びࡢࡑ調査方法ࠊࡣ以ୗを基本ࠋࡿࡍ 

予備調査項目 調査方法 

文化財ࡢศᕸ状況 ࣭既存文献等調査 

▷ 長㔝県文化財総合目録㸦八十文化財団㸧 

▷ 県ࠊᕷ⏫村資料 等 

࣭ᕷ⏫村教育委員会等ࠊ有識者等ࡢ聞ࡾྲྀࡁ 

࣭必要応ࡌ現地確認 

有識者聞ࡾྲྀࡁを行いࠊ周知࡛࡞ࡣい文化財存在ࡢ可能性を確認ࠋࡿࡍ 

特埋蔵文化財包蔵地周辺࡛ࠊࡣ埋蔵文化財出土ࡢ可能性ࡀあࠊࡵࡓࡿ前ᕷ⏫

村教育委員会等調整を行うࠋ 

(3) 予備調査の範囲 

   予備調査ࡢ範ᅖࠊࡣ対象業実施㸦想定㸧区域及びࡢࡑ周ᅖ１ずm 程度ࠋࡿࡍ文化

財ࡀ調査範ᅖ外連⥆࡚ࡋいࡿ場合ࠊ調査範ᅖを拡大ࡇࡿࡍを考慮ࠋࡿࡍ 

(4) 予備調査結果のとりまとめ 

記述ࡢ目次及び作成ࡿࡍᅗ表等ࡢ例ࡣ以ୗࠋࡾ࠾ࡢ 

●文化財ࡢ概況記述内容及び作成ᅗ表例 

１ 対象業実施㸦想定㸧区域及びࡢࡑ周辺区域࠾けࡿ文化財ࡢ概況 

࣭ 文化財ࡢ概要ࡘい࡚ࡢ記述 ࠙ᅗ表ࠚ文化財ࡢ一覧表ࠊ文化財位置ᅗ 

 

16-3 スコーピング 

考え方 

࣭ 予備調査ࡢ結果ࠊ文化財ࡀ存在࡞ࡋいࡓࢀࡉ場合ࠊࡣ文化財ࡘい࡚ࡢ調査を計

 ࠋい࡞ࡋ⏬
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16-4 調査 

(1) 調査の内容 

。技術指針 ู表第３) 

対象業実施区域及びࡢࡑ周辺区域࠾けࡿ文化財ࡢ有無ࠊ特徴ࠊ雰ᅖ気を形成ࡿࡍ要

素及び利用状況等を把握ࠋࡿࡍ 

࣭ 予備調査࠾い࡚ࠊ文化財ࡢศᕸ状況を把握࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ本調査࡛ࡣ予測ࡵࡓࡢ

 ࠋ調査を行うࡢ現況ࡢ文化財ࡢ

 ࣭ 対象業実施区域及びࡢࡑ周辺区域存在ࡿࡍ文化財ࡘい࡚ࡢࡑࠊ文化財ࡢ特徴ࠊ

雰ᅖ気を形成࡚ࡋいࡿ要素ࠊ利用状況等を把握ࠋࡿࡍ 

(2) 調査の方法 

。技術指針 ู表第３) 

既存文献等又ࡣ聞ࠊࡾࡼࡾྲྀࡁ文化財ࡢ有無ࠊ特徴ࠊ雰ᅖ気を形成ࡿࡍ要素及び利用

状況等を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

＜特徴＞ 

࣭ 調査対象範ᅖ内あࡿ文化財ࡘい࡚ࠊ既存文献等調査ࠊ聞ࡾྲྀࡁ又ࡣ必要ࡀあࢀ

ࡢ地形࣭地質等ࡌ応必要ࠋࡿࡍ特徴を把握ࡢ構造等ࠊ歴史的背景ࡾࡼ現地調査ࡤ

調査結果等ࡶ利用ࠋࡿࡍ 

＜雰囲気等＞ 

࣭ 調査対象範ᅖ内あࡿ文化財ࡘい࡚現地࡛写真撮影等ࡢ調査を行いࠊ文化財ࡢ雰

ᅖ気を形成࡚ࡋいࡿ要素を把握ࠋࡿࡍ必要応ࠊࡌ植物等ࡢ調査結果ࡶ利用ࠋࡿࡍ雰

ᅖ気ࡢ要素ࡀ季節ࡾࡼ変化ࡿࡍ場合ࠊ利用ࡀ一番多くࡿ࡞時期ࡢ雰ᅖ気を把握ࠋࡿࡍ 

＜利用状況等＞ 

࣭ 文化財ࡢ利用状況ࡘい࡚ࠊ既存文献等࡛簡潔把握ࠋࡿࡍ 

࣭ 必要応ࡌ触ࢀ合い活動ࡢ場ࡢ調査結果を利用ࠋࡿࡍ 

(3) 調査地域及び地点 

。技術指針 ู表第３) 

 調査地域ࠊࡣ対象業ࡢ実施ࡾࡼ文化財対ࡿࡍ影響ࡀ想定ࡿࢀࡉ範ᅖを含ࡴ地域を

設定ࠋࡿࡍ 

＜調査地域＞ 

࣭ 調査地域ࠊࡣ調査地点を全࡚含ࡴ範ᅖࠋࡿࡍ 

＜調査地点＞ 

࣭ 調査地点ࠊࡣ業ࡾࡼ直接的ࠊ間接的影響をཷけࡿ文化財ࠋࡿࡍ周ᅖࡢ木々

や参道等ࠊ調査対象ࡢ文化財相ま࡚ࡗ雰ᅖ気を形成࡚ࡋいࡿ要素ࡶ調査地点含ࠋࡴ 

(4) 調査期間等 

。技術指針 ู表第３) 

調査時期ࠊࡣ文化財ࡢ状況を適ษ把握࡛ࡼࡿࡁう設定ࠋࡿࡍ 

࣭ 季節ࡾࡼ大ࡁく雰ᅖ気や利用ࡢ変動ࡀあࡿ文化財ࡢ場合㸦紅葉や桜等を要素持

 ࠋ調査を行う多い時期ࡀ利用ࡶ最ࠊ文化財等㸧ࡘ

࣭ ୖ記以外ࡢ文化財ࠊࡣ特調査時期を定࡞ࡵいࠋ 
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16-5 予測 

(1) 予測の内容 

。技術指針 ู表第３) 

直接的࣭間接的影響ࡿࡼ文化財ࡢ影響ࡢ程度を予測ࠋࡿࡍ 

(2) 予測地域及び予測地点 

࣭ 予測地域ࠊࡣ調査地域準ࠋࡿࡎ 

࣭ 予測地点ࠊࡣ調査地点準ࠋࡿࡎ 

(3) 予測対象時期等 

＜工事中＞ 

 ࣭ 工ࡿࡼ影響ࡀ最大ࡿ࡞時期ࠋࡿࡍ工計⏬࠾い࡚工期࣭工区ࡀ設定ࠊࢀࡉ

 ࠋ予測を行うࡢࡈ各工期࣭工区ࠊࡣ場合ࡿࢀࡉい࡚実施࠾間隔をࡀ工ࡢࢀࡒࢀࡑ

＜供用後＞ 

࣭ 業計⏬࠾い࡚予定࡚ࢀࡉいࡿ施設等ࡀ通常ࡢ状態࡛稼動ࡿࡍ時期ࠋࡿࡍ施設

等ࡢ稼動ࡀ段階的行わࡢࡑࠊࢀ間隔ࡀ長期及ぶ場合ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ段階ࡈ予

測ࠋࡿࡍ 

(4) 予測の方法 

。技術指針 ู表第３) 

直接的影響ࠊࡣ対象業計⏬を㔜ࡡ合わࡾࡼࡇࡿࡏ予測ࠋࡿࡍ 

間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

࣭ 業伴う直接的影響ࠊࡣ業計⏬ࡿࡼ改変区域ᅗを作成ࠊࡋ文化財位置ᅗ等

㔜ࡡ合わࡾࡼࡇࡿࡏ予測ࠋࡿࡍ 

࣭ 直接改変以外ࡢ場合ࠊࡣ以ୗ示ࡍ観点ࠊࡽ予測を行うࠋ 

▷ 周辺環境ࡢ改変や利用等伴う文化財ࡢ雰ᅖ気ࡢ変化ࡢ程度ࡘい࡚ࠊ地形࣭地質ࠊ

植物等ࡢ予測結果や例ࡢ引用࣭解析等ࠊࡾࡼ文化財ࡢ雰ᅖ気ࡢ要素ࡢ㔞等ࡢ変

化を予測ࠋࡿࡍまࠊࡓ緑視率等を使い࡛ࡿࡁ限ࡾ定㔞的評価を行うࠋ 

▷ 周辺環境ࡢ改変や利用等伴う文化財ࡢ利用環境ࡢ変化ࡘい࡚ࠊ地形࣭地質ࠊ植

物ࠊ㦁音等ࡢ予測結果及び利用状況や雰ᅖ気ࡢ要素ࡢ変化を踏まえࠊ例ࡢ引用࣭

解析等ࠊࡾࡼ快適性等利用者ࡢ心理的影響を予測ࠋࡿࡍ 

 

16-6 環境保全措置 

予測結果基࡙ࠊࡁ環境対ࡿࡍ影響緩和ࡢ考え方ࠊࡽ積極的環境保全措置を

検討ࠋࡿࡍ文化財ࡢ場合ࠊ回避以外ࡢ環境保全措置ࡣ極࡚ࡵ限定的࡞効果ࡋ持࡞ࡓ

いࠋ複数ࡢ案を比較検討ࠊࡋ文化財やࡢࡑ雰ᅖ気等ࡢ影響を回避ࡀࡇࡿࡍ有効࡛

あࠋࡿ 

 ࠋࡿࢀࡉ想定ࡀࡢࡶ࡞うࡼࡢ以ୗࠊࡣ࡚ࡋ例ࡢ環境保全措置࡞具体的ࠊ࠾࡞

㸯 回避 

࣭ 区域ࡢ変更ࠊ造成計⏬ࡢ変更等ࠊࡾࡼ文化財を直接改変域ࠋࡍࡎࡣࡽ 

㸰 低減 

࣭ 施設ࡢ高ࡉを押ࡉえࡿ等工法ࡢ工夫 

࣭ 施設ࡢ屋根等を文化財ࡢ雰ᅖ気合わࠋࡿࡏ 
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࣭ 工ࡾࡼ影響をཷけࡓ文化財及びࡢࡑ周辺ࡢ整備を行うࠋ 

࣭ 工現場を仮設施設࡛修景ࠋࡿࡍ 

࣭ 埋蔵文化財ࡀ出土ࡓࡋ場合ࠊᕷ⏫村教育委員会指導をཷけࡿࢀࡽ体制を整え

 ࠋく࠾࡚

㸱 代償 

࣭ 業࡚ࡗࡼ失わࡿࢀ文化財ࡢ移築࣭移動 

 

16-7 評価 

(1) 評価の内容 

࣭ 評価ࡢ内容ࠊࡣ予測ࡢ内容準ࠋࡿࡌ 

(2) 評価の方法 

࣭ 評価ࠊࡣ現況調査結果ࠊ予測結果及び環境対ࡿࡍ影響緩和ࡢ考え方を踏まえࠊ次

 ࠋࡿࡍࡽ見解を明ࡢ業者ࡽ観点ࡢ

ձ 環境対ࡿࡍ影響緩和㸦ミティゲ࣮ࢩョン㸧ࡢ観点 

࣭ 改変地位置や構造等ࡢ工夫ࠊࡾࡼ文化財ࡢ影響ࡿࡁ࡛ࡀ限ࡾ抑え࡚ࢀࡽいࠋࡿ 

ղ 環境保全ࡢࡵࡓࡢ目標等ࡢ整合ࡢ観点 

࣭ 以ୗࡼࡢう࡞目標等ࡢ整合ࡀ実行可能࡞範ᅖ࠾い࡚࡛ࡿࡁ限ࡾᅗ࡚ࢀࡽいࡿ

否をุ断ࠋࡿࡍ 

▷ 業者自ࡽ設定ࡓࡋ目標 

 

16-8 事後調査 

(1) 事後調査の項目 

࣭ 選定項目ࡢうちࠊ相当程度ࡢ影響ࡀ想定ࡘࢀࡉ予測ࡢ不確実性ࡀ高い項目ࡘい

ࡎ必ࠊࡣ場合ࡓࡋ環境保全措置を実施ࡿࡼ代償ࠊ特ࠋࡿࡍ対象ࡢᚋ調査ࠊ࡚

ᚋ調査を行うࠋ 

(2) 事後調査の内容 

࣭ 文化財ࡢ状況 

(3) 事後調査の方法 

࣭ 現況調査手法準ࠋࡿࡌ 

(4) 事後調査期間等 

࣭ 調査時期ࠊࡣ原則࡚ࡋ予測対象時期ࠋࡿࡍ 

࣭ 相当程度ࡢ影響ࡀあࠊࡾ文化財ࡢ修復等ࡢ対策を講ࡓࡋࡇࡿࡌ場合５ࠊࡣ年間

程度を目安⥅⥆的࡞調査㸦１５ࠊ３ࠊ年目等㸧を実施ࠋࡿࡍ 


